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TEL079-492-8668　FAX079-492-9170　Eメール inami-shakyo@bb.banban.jp
（社協事務局  開館時間）月～土（日祝以外）　8：30～17：15

※社会福祉協議会は、社会福祉法第109条に基づき、すべての市町村に設置されている住民の立場から福祉を推進する団体です

この広報紙は皆様からの赤い羽根共同募金配分金の一部でつくられています。
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　新緑のさわやかな季節になりました。この時期になると、たくさんの学校
で運動会が行われます。学校のそばを通ると、運動会の練習をする子どもた

ちの元気な声が聞こえてきます。そんな子どもたちを見ていると、昔のように走って見たくなりますが・・・きっと体はいう
ことを聞いてくれません。無理をせず、ゆっくりウォーキングから運動不足を解消していきたいと思います。（N.A）
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♪我が家のスマイル　リレーでつなごう♪

元気に優しくたくましく。
いつも応援しているよ！

深江　葉太くん（７歳）

　　　草介くん（４歳）

よう た

そうすけ

VOICE
善意銀行では、皆
さまの「何か役に立
つことをしたい」と
いうあたたかいお
気持ちを金銭や物
品という形でお預
かりし、町内で支
援を必要とする方
への応援などに使
わせていただいて
おります。

（平成30年3月受付分）

善意の預託ありがとうございました

　　　　　　　氏　名（敬称略）

稲美町軟式野球協会

匿名

加古小学校

リハビリ訓練「コスモスの会」リハビリ教室生

稲美町老人クラブ連合会

　　　　　　　氏　名（敬称略）

匿名

匿名

加古小学校

金銭寄附

物品預託

内　容

寄附

寄附

寄附

寄附

寄附

内　容

寄附

寄附

寄附

金　額

￥17,886

￥100,000

￥5,741

￥1,121

￥52,007

物　品

車いす1台

食品30点

古切手

社協オープンかふぇ毎月第２金曜日は

皆さまからの福祉会費で実施する事業です

と　き）原則毎月第２金曜日　10：00～11：30
ところ）障害者ふれあいセンター　２階　多目的室
利用料）フリードリンク　100円（お茶菓子付）

●5/11（金）楽座会かふぇ

●6/  8（金）トライやるかふぇ
講座のご案内

手話通訳者養成講座（基礎コース）
　稲美町社会福祉協議会では稲美町からの委託を受け、手話通訳者養
成講座を開催します。この講座は平成30年度から３年間で手話通訳
者の養成を目指すもので、今年度は基礎コースの開催となります。

　この講座では、身体障害者福祉の概要や手話通訳者の役割・責務などについて理解を
深めるとともに、手話通訳に必要な手話の語彙や通訳技術、対人援助技術を習得します。
聴覚障害者福祉に関心をお持ちの方は、ぜひご参加ください。

◆日　時：平成30年６月６日（水）～平成30年11月７日（水）

　　　　　19：30～21：30　毎週水曜日（祝日休み）全22回

◆会　場：障害者ふれあいセンター　多目的室（加古郡稲美町加古4369-3）

◆費　用：テキスト代 3,240円
　　　　　（テキスト名「手話奉仕員養成テキスト　手話を学ぼう　手話で話そう」）
　　　　　※テキストをお持ちでない方は購入が必要です

◆対象者：①手話奉仕員養成講座（入門）を修了された方、

　　　　　　又は同程度の技術知識を有する方

　　　　　②稲美町社会福祉協議会主催の手話入門講座を修了された方

　　　　　③全国手話通訳者統一試験（兵庫県手話通訳者認定試験）受験予定の方

◆講　師：公益社団法人　兵庫県聴覚障害者協会

◆締　切：5月23日（水）

◆申込先：稲美町社会福祉協議会

　　　　　TEL　079-492-8668　FAX　079-492-9170

　　　　　MAIL　inami-shakyo@bb.banban.jp

【５月のプログラム】
１．歌「幸せなら手をたたこう／全員で
２．歌「東京のバスガール」／永瀬信子
３．漫才「ハチオク」／志染フラワーズ
４．歌「昔の名前で出ています」／永瀬信子
５．歌「花街の母」／志染フラワーズ

赤い羽根共同募金で実施します

■と　き）①５月12日（土）　②５月19日（土）
　　　　　③６月 ２日（土）　④６月16日（土）
　　　　　いずれも13：00～14：30
　　　　　※全４回に参加できなくても可
■ところ）稲美町立障害者ふれあいセンター　２階
　　　　　（稲美町加古4369-3）
■対　象）18歳以上の方
■持ち物）筆記用具

点訳サークル「すみれ」では、
点字・点訳に興味のある方を対象に
初心者講座を開きます。ぜひご参加ください。

点訳ボランティア養成講座
参加無料
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平成30年度　地域福祉拠点区分予算

支 出
66,748
（単位：千円）

人件費
44,365

事務費
9,259

助成金
5,520

事業費：3,032

退職金積立：1,122
予備費：150

積立金：3,002
固定資産購入費

264
負担金：34

収 入
66,748
（単位：千円）

福祉会費：4,150
（※1）

（※2）

（※3）

寄附金：600

補助金
35,779

共同募金
6,097

受託金
14,937

拠点間繰入
4,715

積立金取崩：3

平成30年度　介護サービス拠点区分予算

支 出
169,902
（単位：千円）

拠点間繰出：4,715
退職金積立：1,070
予備費：350

人件費
142,406

事業費
5,008

事務費
11,930

負担金：109
固定資産購入費：4,311
積立金：3

収 入
169,902
（単位：千円）

寄附金：5
事業収入：1

介護保険収入
123,217

繰越金：3,500
積立金取崩：3
預金利息：4

障害サービス収入
19,892

医療保険収入
23,280

（※1）福祉会費で行います
●心配ごと相談　　　　　●法律相談
●認知症を学ぶ会　　　　●介護者の会
●ボランティア啓発事業　●福祉委員研修事業
●給食サービス事業　　　●オープンかふぇ（様々な方の居場所事業）
●生きづらさをかかえる成人をもつ親のつどい
●その他、様々なサービスに係る維持経費　など

（※2）善意銀行寄付金で行います
●緊急生活支援事業（生活資金）
●生活にお困りの方への応援
●粗供養を頂いた方へ初盆のお供え
●車いすなどの福祉用具の購入
●災害見舞金
●将来にわたって安定的にサービスを
　提供するため福祉事業基金に積立　など

（※3）共同募金で行います
●（新）託児ボランティア養成講座
●（新）買い物ツアー
●（新）障害年金を考える講座
●緊急生活支援事業（生活用品）
●ボランティアへの助成金
●福祉教育事業
●広報紙（社協だより）の発行
●社協福祉ボランティアまつり
●傾聴ボランティア講座
●福祉ネットワークモデル事業
●夏休みボランティアスクール
●保育園への助成
●福祉用具貸出事業
●障害者団体への助成金
●特別支援学校・特別支援学級修学旅行助成
●聴覚障害者交流会
●視覚障害者交流会
●手話入門教室
●地域でお困りの方への助成金
●災害見舞金
●母子・父子家庭入学祝　など

稲美町社会福祉協議会は、

預金利息：22
事業収入：445

ご入学おめでとうございます。稲美町社協では、
赤い羽根共同募金の配分金から、母子父子家庭
のお子様にささやかではございますが小学校ご
入学祝いを贈呈しております。該当される方は、
下記の書類を持参の上、稲美町社協事務局まで
ご来所ください。
★５/７（月）～６/２（土）
　８：30～17：00まで（日･祭日のぞく）
【持参物】①母子父子家庭であることを証明するもの
　　　　　　（児童扶養手当証明※受給されていない
　　　　　　方は住民票等）
　　　　　②今年度入学されたことを証明するもの
　　　　　　（お子様の年齢が確認できるもの等）
　　　　　③受取のための印鑑（認印可）

【母子･父子家庭小学校入学祝】

　本格的な少子高齢化の進行、つながりの希薄化など、私たちを取り巻く生
活環境は決して楽観できるものではありません。
　一方で、心温まるご近所や友だち同士の助け合いが多く残っているのも稲
美町の特徴です。今年度より生活支援コーディネーターを配置し、住民の皆
様と話し合う中で、稲美町の素敵な支え合いをさらに進めていけるよう取り
組んでいきます。

【生活支援体制整備事業】（役場より受託）

地域の皆さんと一緒に解決方法を考えます
調査・説明・提案

協議・連携

生活支援コーディネーター

◆助け合い活動の把握

◆担い手探し、育成 情報提供・調整

助け合い活動の
情報整備

ボランティア講座
福祉懇談会の開催

お困りの方へサービスや
　　　　　　活動の紹介

自治会、民生委員児童委員、福祉委員、
老人クラブ、教育委員、ボランティア、
学識経験者、行政などの代表者と地域
課題を協議

◆生活の困りごとの把握
さまざまな場所での
　困りごとの聞取り


